
 

科目名 教える人と対人援助職者のメンタルヘルス特論 
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単位数 ２単位（SC 0単位） 

【授業の目的・ねらい】 

教育の現場では今、児童・生徒・学生のメンタルヘルス・リテラシーを向上させるための取り組

みが国を挙げて始まっている。しかし、教える人や対人援助職者自身のメンタルヘルスのリテラシ

ーや気づきが高くないと、対象者の SOSをキャッチすることが難しいという課題がある。本科目

は、受講生が仕事上接する人たちに質の高いサービスを提供する基盤となる、教える人や対人援助

職者自身のメンタルヘルス・リテラシーと気づきを高め、必要な時に援助希求行動がとれること

と、メンタルヘルスへのスティグマを低減することが本科目の目的であり、狙いである。 

 

【授業概要】 

メンタルヘルスに関する一次予防、二次予防、三次予防に必要な知識、技術、価値を学ぶ。 

 

【授業到達目標】 

1．WHOメンタルヘルス・アクションプランの特徴を説明できる 

2．メンタルヘルス・リテラシーとメンタルヘルス不調への気づきについて説明できる 

3．職場のメンタルヘルス促進に関連する法、制度、施策を説明できる 

4．セルフケア理論を基盤にした一次予防、二次予防、三次予防の概念を説明できる 

5．ストレス-脆弱性-対処-力量モデルについて説明できる 

6．ストレス・コーピング、ストレス・マネージメント、ポジティブ心理学について説明できる 

7．主な精神疾患の症状とケアについて説明できる 

8．受講生が働く職場に特有のメンタルヘルスに関する課題を考え、自分自身や他者のメンタルヘル

スの不調に気付くことができる 

9．各種のストレス・マネージメント、有酸素運動、認知行動療法の方法とその根拠を説明し、実践

できる 

10．メンタルヘルスに関する正しい知識と技術を獲得することにより、メンタルヘルスへのスティ

グマを低減できる 

【授業計画】 

1回目:世界と日本のメンタルヘルスを取り巻く状況と WHOのメンタルヘルス・アクションプラン 

2回目:メンタルヘルス・リテラシーとメンタルヘルス不調への気づきを高める意義 

3回目:職場のメンタルヘルスの促進に関連する法、制度、施策 

4回目:セルフケア理論を基盤にした予防の概念 

5回目:ストレス-脆弱性-対処-力量モデル 

6回目:ストレス・コーピング理論 

7回目:ポジティブ心理学 

8回目:職場のメンタルヘルス推進の方略 

9～11回目: 主な精神症状とケア、メンタルヘルス不調への効果的な対処 

① 主な精神症状 

② 自殺のリスクアセスメントと TALKの原則 

③ メンタルヘルス不調時の効果的な対処 

12回目:職場に特有のメンタルヘルスの課題；教育の現場、保健・医療・福祉の現場など 

13回目～15回目:各種のストレス・マネージメント、有酸素運動、認知行動療法の実際とその根拠 

【評価方法】 

レポート（50%）、科目修得試験（50%）により評価を行う。 

レポート課題と科目修得試験については、学修指導書を参照のこと。 

【教科書】 

1．WHO（2020）.Comprehensive Mental Health Action Plan. 

https://japan-who.or.jp/news-releases/2109-24/ 

2．担当教員が作成したオンデマンド教材とその教材で紹介されている論文や図書など。 
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